
本
市
は
、原
野
谷
川
や
太
田
川
に
沿
っ
た

平
坦
な
地
形
が
多
い
こ
と
か
ら
、河
川
の
勾

配
が
比
較
的
緩
や
か
で
あ
り
、下
流
に
流
れ

る
ま
で
に
時
間
を
要
し
ま
す
。そ
の
た
め
、豪

雨
の
際
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
や
す
い
と
い

う
特
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
性
を
踏
ま
え
、本
市
で

は
、水
害
の
被
害
軽
減
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る

関
係
者
が
協
働
し
て
水
害
対
策
を
行
う「
流

域
治
水
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
土
木
防
災
課
治
水
対
策
室
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L
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4
‐
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全
国
的
に
激
甚
化
す
る
豪
雨
災
害

近
年
、地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、全

国
各
地
で
大
規
模
な
浸
水
被
害
や
土
砂
災

害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
の
東
日
本
台
風（
台
風
19

号
）を
は
じ
め
、昨
年
８
月
に
強
い
勢
力
を
保

ち
な
が
ら
非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ス
ピ
ー

ド
で
九
州・四
国
地
方
を
横
断
し
た
台
風
10

号
、９
月
に
石
川
県
能
登
地
方
で
発
生
し
た

線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
な
ど
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

市
内
に
お
い
て
も
、令
和
４
年
９
月
に
台

風
15
号
の
影
響
で
床
上・床
下
浸
水
を
は
じ

め
、土
砂
崩
れ
や
道
路
冠
水
な
ど
多
く
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

強
雨
の
発
生
件
数
も
全
国
的
に
増
加
傾

向
に
あ
り
、１
時
間
あ
た
り
の
雨
量
が
50
ミ

リ
を
超
え
る「
短
時
間
強
雨
」の
発
生
件
数

は
、50
年
前
の
約
１
．４
倍
に
増
加
。気
候
変

動
に
伴
う
豪
雨
災
害
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

み
ん
な
で
地
域
を
水
害
か
ら
守
る

流
域
治
水

国
は
、豪
雨
災
害
の
激
甚
化
を
受
け
、河

川
管
理
者
で
あ
る
行
政
機
関（
国・県・市
な

ど
）を
は
じ
め
、流
域
に
住
む
全
て
の
人
々
が

協
働
し
て「
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ・減
ら

す
た
め
の
対
策
」「
被
害
対
象
を
減
少
さ
せ
る

た
め
の
対
策
」「
被
害
の
軽
減
、早
期
復
旧・復

興
の
た
め
の
対
策
」を
行
う
、流
域
治
水
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

市
で
も
、あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
と
協
働

し
、水
を『
流
す・貯た

め
る・備
え
る
』と
い
う

３
つ
の
対
策
に
取
り
組
み
、浸
水
被
害
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
実
践
で
き
る
取
組
も
あ
り
ま
す

の
で
、皆
さ
ん
も
水
害
か
ら
自
分
や
家
族
の

命
を
守
る
た
め
に
、今
日
か
ら
流
域
治
水
に

挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

”水
の
流
れ
”を
改
善
す
る
た
め
、柳
原
雨

水
ポ
ン
プ
場
の
整
備
、市
が
管
理
す
る
松
橋

川
の
拡
幅
、護
岸
整
備
の
加
速
化
や
河
川
に

堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
な
ど
を
計
画
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

改修前の松橋川

改修後の松橋川

川幅が狭く、土砂や生い ▶
茂った草により水の流
れが悪くなっています

◀  護岸整備により河
道が拡張され、水が
流れやすくなりま
した

流
す

雨
は
排
水
路
を
通
っ
て
川
へ
流
れ
出

ま
す
。排
水
路
に
落
ち
葉
な
ど
が
た
ま

る
と
、雨
が
流
れ
て
い
き
ま
せ
ん
。晴
れ

て
い
る
時
に
排
水
路
周
辺
の
清
掃
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

あなたも実践！

「
流
域
治
水
」で

地
域
を
守
る

静橋から撮影した原野谷川静橋から撮影した原野谷川

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
―
―
―

I
M
P
R
O
V
E
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ

流
域
治
水
の
詳
細

は
、
国
土
交
通
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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雨を一時的に貯める場所を作ることで、大雨の際も排水路や河川
に流出する雨水の量が調整され、洪水被害の軽減が期待できます。
その一環として、校庭やグラウンドなどに貯留機能を持たせる

「校庭貯留」「公園貯留」の整備や公共施設への「雨水貯留タンク」
の設置を進めています。
また、沖之川と蟹田川の流域を中心に、水田の排水桝に調整板を

取り付けることで水田内の雨水の流出を遅
らせる「田んぼダム」を取り入れています。

市では、浸水に備え、自治会から
の要望をもとに、位置や必要数な
どを調整しながら「土のうステーション」を設置しています。
また、浸水が想定される範囲や深さ、避難場所などを示

した「洪水ハザードマップ」の作成や過去の浸水実績の公
表、河川の水位情報の発信などをし
ています。

貯 め る

備 え る
土のうステーション土のうステーション

雨水貯留タンクは、家庭に設置す
ることもできます。雨どいから集めた
雨水を貯留槽へ貯めておき、飲み水
以外の生活用水として利用できます。
貯まった水は、花壇の水やりや洗車の
ほか、断水時にトイレを流す際にも利
用できます。雨水貯留タンクは、ホー
ムセンターなどで販売しています。

あなたも実践！

あなたも実践！

貯留中の校庭貯留施設貯留中の校庭貯留施設

袋井市消防団は、水防団も兼ねていることをご存
知ですか？火災時だけではなく、大雨の時も出動し、
排水作業や危険箇所の見回りなどを行っています。
また、毎年、磐田市消防団・森町消防団と合同で水

防工法の実技訓練を実施しています。訓練では、土の
うの作り方や積み方などを学んでいるほか、大規模
氾濫が発生した場合の協力体制について確認し、い

ざというときのために備えています。
ちなみに私は、日常生活でも、地域
の冠水しやすい道路をチェックした
り、大雨の日には風呂の水を流さな
いようしたりと、自分にできる流域
治水を実践しています。水害の被害
を最小限に留めるためには、皆
さん1人ひとりの取組が必
要です。自分にできること
から始めてみませんか？

消防団も流域治水に取り組んでいます“

“

雨水貯留タンク雨水貯留タンク

P R E P A R E

S T O R E

断面図

水田

貯溜
畦
畔

調
整
板
▼

 未実施 ▶ 実施
田んぼダムの仕組み

排
水
ま
す

流出する
水量

流出する
水量

袋井市洪水ハザードマップ（市ホームページ）袋井市洪水ハザードマップ（市ホームページ）
同ページ内「ガイドブック」では災害情報の
収集方法などを詳しく知ることができます。

市情報配信サービス「メローねっと」市情報配信サービス「メローねっと」
市内の雨量・風速・河川水位などを閲覧
することができます。

キキクルキキクル
大雨による土砂災害・浸水害・洪水災害の
危険度の高まりを地図上で確認できます。

自宅周辺の水害の危険性や有事の際の災害情報
の入手方法を確認しておきましょう。

過去の浸水実績（市ホームページ）過去の浸水実績（市ホームページ）
過去の被害状況報告などから、市内の大過去の被害状況報告などから、市内の大
まかな浸水範囲を知ることができます。まかな浸水範囲を知ることができます。

田んぼダム未実施 田んぼダム実施

氾濫が発生した場合の協力体制について確認し、い
ざというときのために備えています。
ちなみに私は、日常生活でも、地域
の冠水しやすい道路をチェックした
り、大雨の日には風呂の水を流さな
いようしたりと、自分にできる流域
治水を実践しています。水害の被害
を最小限に留めるためには、皆
さん1人ひとりの取組が必
要です。自分にできること
から始めてみませんか？

問問消防団事務局　TEL86-5577消防団事務局　TEL86-5577

袋井市消防団 伊東 祐袋井市消防団 伊東 祐 副団長副団長
（水防訓練担当）（水防訓練担当）
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